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公益社団法⼈ 広島県診療放射線技師会 
 
  



令和７年度 広島県診療放射線技師会 第 5 回理事会 
 
⽇ 時    令和８年 3 ⽉ 1５⽇(⽇）  13:00〜16:55 
場 所 広島⼤学病院  臨床管理棟 3 階 3F２ 会議室ならびに Web 会議 
※  
議事録記載：三村明⽣  
議事録署名⼈：⼾塚功⼆  塚本友勝 
理事現在数：25 名 
出席理事：⽊⼝雅夫 中上康⼆ ⼩村哲也 ⼾塚功⼆ 穐⼭雄次   
森美由紀 ⾼内孔明 沖野智⾹ 本城圭祐 ⼭⽥聖 今井康介※   
富久昇 横町和志 友安美沙 三村明⽣  ⼤胡⽂彦※ 佐々⽊公   
光本勢⼈ 舩津慶太 池⽥将敏 中川 拓哉 ⼭本健之 塚本友勝  
中⼭貴裕 三村尚輝 
出席監事：今⽥直幸 ⼭⼝裕之※  （敬称略／※は Web 参加） 

出席理事：2５名 
出席監事：2 名 

以上の通り、理事の過半数に相当する理事が出席したので、本理事会は適法に成⽴した。よ
って当法⼈定款 35 条に基づき会⻑ ⽊⼝雅夫は議⻑の席に着き開会を宣⾔し直ちに議事に⼊
った。 

 

議 事  
（報告事項）  
1.年間計画（タイムスケジュール）の確認、会⻑・副会⻑の職務執⾏報告  

令和７年度の年間計画（タイムスケジュール）の確認を⾏なった。 
令和 7 年 12 ⽉から令和 8 年 3 ⽉の会⻑、両副会⻑の職務執⾏報告があった。 

 
2.総 務： 会員動向 

穐⼭理事より資料をもとに会員動向の報告があった。前回の理事会から新たに２名の⼊
会希望、退会は 19名であった。今年度、⼊会は 39名、転⼊ 3 名、転出 2 名、退会 29名、
除籍は 7 名、会員数は令和 8 年 3 ⽉時点で 806 名(JARTISは 801 名)となった。 

3 ⽉時点の会費未納状況について、1 年未納 14名、2 年未納 4名であることが報告され
た。2 年未納者は除籍対象であり、JARTから連絡済みとのことであった。 
 

3. 学 術：研修会について 
学術担当理事より以下の報告があった。 

⼭⽥理事：令和 7 年度第 3 回研修会を 1 ⽉ 17 ⽇に TKPガーデンシティ広島駅前⼤橋にて
Hybrid開催した。参加者は 96 名、会場 45 名とWeb 51 名であった。 
三村理事：第 4回研修会を 2 ⽉ 11 ⽇に福⼭市⺠病院にて開催した。参加者は 87 名、会場
36 名とWeb 51 名であった。終了後にワクチン接種講習を 19名に実施した。 
光本理事：第 3 回研修会についてオンデマンド配信の要望があったが、事前承諾やセキュリ
ティーなど、諸準備が整っていなかったこともあり学術委員で協議の結果、今回は⾒送るこ
ととなった。 
⼤胡理事：3 ⽉ 1 ⽇にMR研修会を広島赤十字・原爆病院 講堂にて現地開催した。参加者



は 40 名であった。 
 
4. 教育委員：フレッシャーズセミナー，告⽰研修開催について  

穐⼭理事より資料に基づき告⽰研修の実施報告があった。令和 8 年 2 ⽉ 21，22 ⽇に広島
⼤学病院臨床管理棟にて開催され、広島県での最終開催となった。県内での開催は計 31
回、受講者は延べ 1,130 名（うち県内技師約 700 名）であった。 

⽊⼝会⻑より、今後はワクチン接種講習への取り組みが必要であり、研修会終了後等での
実施の⽅向性が⽰された。 

三村理事より、ワクチン接種講習について、希望する理事がキットを持ち帰り、周囲の施
設で巡回していってはどうかとの意⾒が出た。 

穐⼭理事より資料に基づき、次年度から開催される新・フレッシャーズセミナーについて
の説明があった。従来⾏われていたフレッシャーズセミナーの⼀部が、クリニカルラダーレ
ベル 1 で公開されているため, そちらを視聴してもらうことになっている。新プログラム
は 、コミュニケーションを取るような形式へ変更され、アイスブレイクやグループワーク
が含まれる内容となっているとの説明があった。グループワーク形式について、参加者間の
交流促進効果は期待できるが、放射線技師会への⼊会促進に直接つながるかについては懐疑
的な意⾒と肯定的な意⾒があった。 
JARTの⽅針に基づき、グループワーク中⼼のフレッシャーズセミナーを実施する。単発

のイベントで終わらせず、⼊会促進につなげるための全体設計が今後の課題とされた。 
 
5. 企 画：レントゲン週間イベント、ソフトボール⼤会について  

沖野理事より、費⽤削減の観点からシャレオ地下広場から広島駅南⼝地下広場への検討が
提案された。会場費および備品費が抑えられる⼀⽅、現在予約可能な枠が 2 ⽉のみのであ
り、寒さや準備体制、助成⾦申請時期等に課題があることから今回は保留とし、引き続き検
討することとなった。 

池⽥理事より、ソフトボール⼤会開催について報告があった。13チームの参加が決定
し、開催計画が共有された。会場は広島国際⼤学のグラウンドを無償で借⽤する。保険は物
損にも対応するプランに加⼊し、チーム参加費について今回は無料とすることが確認され
た。今⽥監事より、⼤学施設内での開催にあたり、学⽣との交流における節度ある⾏動（飲
酒・喫煙等）を徹底するよう注意喚起がなされた。 
 

6. 編 集： RTjournal 発刊について、ニュース発⾏について   
⼾塚理事より、RTjournal 64号は 12 ⽉初めに発送済みの報告があった。 
RTjournal 65号について、4⽉⼊稿開始、原稿締切 5 ⽉ 25 ⽇（⽉）、出荷 6 ⽉ 12 ⽇
（⾦）、総会 6 ⽉ 21 ⽇に間に合わせる。 
発⾏費⽤を 100万円以内に抑制するため、印刷⽤紙の変更について、事前に取得した⾒積
取得や印刷サンプルなどを確認して経費削減できるか協議した。以下のコスト削減策が提案
され、承認された。 
・印刷仕様: 全ページをモノクロ印刷に変更する。 
・ページ数: ページ数を約 1割削減し、78ページ程度に抑える。 
・紙質: 現在の 90kgから 1段薄い 73kgのコート紙に変更する（サンプル回覧の上、品質は
許容範囲と判断）。 
企業への案内は、広報担当者宛にメールで PDF送付の継続が確認された。 
郵送費や宛名印刷などの固定費約 20万円を除いた雑誌本体の制作費を、これにより約 80万
円に抑える⾒込みである。 

 
7. 広 報：ホームページ掲載、メールマガジン発⾏について  



中上副会⻑から広報に関する報告があった。メールマガジンについては、タイムリーに発
⾏できているとの報告があった。 

今井理事からホームページ改修に関する報告があった。 会員の利便性向上を⽬的として、
ウェブサイトにキーワード検索機能を追加する改修が提案された。業者からの⾒積もり⾦額
は 5万円程度であり、年度が変わった良い時期で改修することとなった。 

 
8. ⽀ 部：⽀部活動報告について（年間計画を報告） 

・広島中央⽀部（⼤胡理事） 
追加報告なし。 

・北⻄⼭県⽀部（本城理事） 
来年度 10 ⽉頃の内容を計画中。 

・南東安芸⽀部 
追加報告なし。 

・⻄部⽀部（池⽥理事） 
来年度は、天野病院で研修会を開催予定。整形外科医や企業からの講演を企画する。 

・北部⽀部(中川理事) 
12 ⽉ 12 ⽇に市⽴三次中央病院にてハイブリッドで開催した。参加者は 51 名。Web配
信は事前準備により⼤きなトラブルなく終了した。 

・呉⽀部（⼭本理事） 
2 ⽉ 5 ⽇に Web研修会を開催した。参加者は 32 名。来年度もWeb 開催を予定し、他⽀
部との重複を避けるため 7 ⽉や 9⽉など早期開催を検討する。 

・東広島⽀部(舩津理事) 
2 ⽉ 13 ⽇に井⼝病院にてハイブリッド研修会を開催した。参加者は現地 20 名とWeb19

名 計 39名。来年度は 12 ⽉頃に労働組合と産業医の講演を企画する。Web 開催におい
て、開会・閉会挨拶、質疑応答などの際には、カメラ機能をオンするよう指摘あった。 

・東部・福⼭地区（塚本理事・中⼭理事） 
2 ⽉ 11 ⽇に福⼭市⺠病院にて研修会を開催した。参加者は現地 36 名とWeb51 名 計

87 名。ワクチンの実技研修も実施 19名であった。３⽉ 4⽇に中国中央病院でワクチンの
実技研修 22 名実施。次年度も同⽇に計画する。 

 
9.執⾏部：令和８年度事業計画案、収⽀予算案について 

令和 8 年度事業計画案について、資料に基づいて⽊⼝会⻑から説明があった。 
１．公益⽬的事業 
公 1．体験活動・講演・相談等による県⺠への知識の普及啓発事業 
� レントゲン週間イベントを開催する。 
� 広島県「がん検診へ⾏こうよ」キャンペーンのがん検診アピール、などを企画する 
� 「21世紀、県⺠のくらしを考える会」、ピンクリボン活動、広島少年野球障害検診等
への参加協⼒を予定する。 

公 2．研修、セミナー等による放射線技術学の向上のための研修事業 
� 学術向上のための研修事業として定例の研修会、技能研修会ならびにワクチン接種講
習会の開催を企画する。 

� 広島県診療放射線技師会研修会：4回、マネジメント研修会、エコー塾・ハンズオン
研修会、ＭＲ基礎研修会：各 1 回、消化管研修会：2 回、⽀部研修会：9⽀部で各 1
回開催する。 

� ⽇本診療放射線技師会からの委託事業として、フレッシャーズセミナー、ワクチン接
種筋注講習会を開催する。 

� ⽇本診療放射線技師会との共同開催事業として、第 20 回⽇本放射線技術学会・⽇本



診療放射線技師会 合同公開市⺠講座を開催する。 
公 3．放射線に関する情報を出版等により提供を⾏う事業 
� 定期刊⾏物の発⾏、ホームページよる情報提供・広報事業を⾏う。 
� 創⽴ 80周記念誌編纂事業として、創⽴ 80周年記念誌発刊に関わる編纂事業を⾏う。 
２．収益事業等 
� 会員に対する相互扶助事業、会員に対する表彰事業を⾏う。 
３．関連団体との事業に参加・後援 
� 13団体の事業に参加・後援する。 
４．会議の開催 
� 広島県診療放射線技師会理事会を 6 回開催する。 

定時総会の開催は、令和 8 年 6 ⽉ 21 ⽇広島⼤学病院にて開催することが提案された。 
 
財務状況について森理事より令和 7 年度の財務状況と次年度予算について説明があっ

た。 
令和 7 年度は収⼊に対し⽀出が約 120万円超過。主な⽀出超過は、印刷製本費が予算⽐

70万円、研修会講師の交通費が同 25万円。特定費⽤準備資⾦（以後、特定費⽤）を除い
た現預⾦残⾼がほぼゼロになる厳しい状況で、今年度の特定費⽤準積⽴も困難であると報
告された。 

令和 8 年度予算については、令和 7 年度の特定費⽤分を今後 9年間に配分し積み⽴てる
積⽴計画と、それをもとにした予算案が提⽰され、公益事業数⾃体は削減することなく、
費⽤を可能な限り抑える⽅向で予算額を決定した。 

 
⾼内理事より、担当理事から事前の提出された次年度研修会等の予算申請書について説明

があり、研修に関連する必要経費が確認された。 
財政⾚字解消のため、特定積⽴⾦を取り崩す案と、短期借⼊⾦として処理する案が検討さ
れたが保留とし、以下の経費削減策に基づき予算を再編成することとなった。 
・各研修会予算を⼀律 2 割削減とする。ただし、⽀部研修会は既に講師謝⾦など⼗分に経費
削減しているため、更に削減可能であれば対応する。 
・消化管撮影研究会は年 2 回開催のうち 1 回を完全 Web 開催とする。会場開催分について
も 2割削減で検討する。 
・第 3 回研修会の会場を経費が掛からない広島⼤学病院の会議室とし、貸会議室を使⽤した
新年互礼会は中⽌にする。 
・理事会の⼀部を完全Web形式で開催することを検討する。 
・会誌印刷費を印刷仕様の変更により⼤幅に抑制する。 
公益拡充資⾦の導⼊についての意⾒も出たが、次年度以降の検討となった。 
 

10. 連盟⽀部：連盟活動について 
中上副会⻑より国政で活動する畦元議員の報告があった。放射線技師の処遇改善に繋がる

法案成⽴を⽬指しており、現場からの要望を積極的に提出してほしいとの協⼒依頼があっ
た。同時に、連盟⾃体の資⾦繰りも厳しい状況にあるため、会員加⼊への協⼒も呼びかけら
れた。 

 
（審議事項）  

1. 総 務：令和７年度会員動向（⼊会，退会）について  



第 4回理事会以降に⼊会した２名と退会申請 19名に対し審議し、採決の結果賛成多数で
承認された。 

 

2. 学 術：令和８年度研修会開催計画について 
第 1 回研修会を令和 8 年 6 ⽉ 21 ⽇広島⼤学病院、講演は 3演題の予定。 
第２回研修会を令和 8 年９⽉広島⼤学病院、講演は 3演題の予定。 
マネジメント研修会を 11 ⽉に広島市内の施設、講演 3演題（協賛企業 1演題）の予定。 
第３回研修会を令和９年１⽉、会員発表６演題と講演の予定。 
第４回研修会を令和９年２⽉福⼭にて開催、講演は 3演題の予定。 
以上の開催に関して、審議し採決の結果、賛成多数で承認された。 

 
3. 編 集：RTJournal 65 発刊について 
RTJournal 65 発刊に関して、掲載内容やスケジュール、紙質の変更について審議し採決の
結果、賛成多数で承認された。 

 
4. 広 報：ホームページ改修について 

会員の利便性向上を⽬的として、ウェブサイトにキーワード検索機能を追加する改修案に
ついて審議し、採決の結果賛成多数で承認された。 

 
5. 執⾏部：令和８年度事業計画案、収⽀予算案について 

令和 8 年度事業計画案について審議し、採決の結果、賛成多数で承認された。 
定時総会の開催について、令和 8 年 6 ⽉ 21 ⽇に広島⼤学病院にて開催する提案に対し審

議し、採決の結果、賛成多数で承認された。 
 収⽀予算案については、財政状況を踏まえた経費削減⽅針に基づき予算案を再編成する案
について審議し、採決の結果、賛成多数で承認された。 
次回総会が役員選挙の年度にあたり、選挙管理委員会より役員選挙公⽰があることが伝えら
れた。また、理事 3 名の退任意向が報告された。  

 
6. 財 務：令和８年度予算案について  

令和８年度予算案について、収⽀状況を踏まえた報告があり、⽀出⾒直しが反映された収
⽀予算が森理事より提出され、審議の結果、賛成多数で承認された。 
 

7. 監事：令和７年度の事業運営 
今⽥監事および⼭⼝監事からは、倫理研修の実施を要望する声が上がった。また、厳しい
財政下でも研修会を活発に実施した点は評価しつつ、来年度は節約と活動活性化の両⽴に知
恵を絞る必要があるとの意⾒があった。 

 
 

以上  
 (5/17 次回議事録：⼭⽥ 聖)  



以上をもって議事を終了したので、上記の決議を明確にするため、議⻑、議事録記載⼈、議事
録署名⼈、監事は記名捺印をする。 

令和 8 年 3 ⽉ 16 ⽇ 
 
 

公益社団法⼈広島県診療放射線技師会診療放射線技師会 令和 7 年度第 5 回理事会 
 

  
  議 ⻑     ⽊⼝ 雅夫  ㊞   
 
  議事録記載⼈            三村 明⽣  ㊞  
 
  議事録署名⼈            ⼾塚 功⼆  ㊞    
 
  議事録署名⼈              塚本 友勝  ㊞    
 
  監 事       今⽥ 直幸  ㊞  
 

   ⼭⼝ 裕之  ㊞  
 
    
  理事 出席 2５ 名   ⽋席  ０ 名 
 
  監事 出席  2 名   ⽋席  0 名 
 

 


